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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サブフレーム内の物理チャネル用の有効な送信間隔時間（ＴＴＩ：ｔｒａｎｓｍｉｓｓ
ｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）を前記サブフレーム内の各ＴＴＩの前記リソース
エレメント（ＲＥ：ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ）数に基づいて決定するように動
作する回路と、
　一部のまたはすべての前記有効なＴＴＩをブラインド復号化することによって前記有効
なＴＴＩの１または複数内で前記物理チャネルを受信するように動作する受信部と
　を備え、
　各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルを含み、
　前記受信部は、前記サブフレーム内の前記有効なＴＴＩそれぞれが前記物理チャネル用
の候補ＴＴＩであるか否かを示すビットマップを無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ
　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）層またはメディアアクセス制御（ＭＡＣ：ｍｅｄ
ｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）層において受信するようにさらに動作し、
　前記ビットマップのサイズは、前記サブフレーム内の前記有効なＴＴＩの数、またはユ
ーザ機器（ＵＥ）が利用可能なそれぞれのサブフレーム内の有効なＴＴＩの数のうちの最
大のものと等しい、
　ユーザ機器。
【請求項２】
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　前記物理チャネルを送信するための前記有効なＴＴＩの前記１または複数は、前記候補
ＴＴＩのなかにあり、前記受信部は、前記物理チャネルを受信するとき、前記候補ＴＴＩ
をブラインド復号化するように動作する、
　請求項１に記載のユーザ機器。
【請求項３】
　同じビットマップが異なるタイプのサブフレーム用に使用され、
　前記ビットマップの前記サイズは、前記ＵＥが利用可能なそれぞれのサブフレーム内の
有効なＴＴＩの数のうちの最大のものと等しい、
　請求項１に記載のユーザ機器。
【請求項４】
　前記受信部は、前記物理チャネルを受信するとき、前記有効なＴＴＩすべてをブライン
ド復号化するように動作する、
　請求項１に記載のユーザ機器。
【請求項５】
　一式のＴＴＩのうちの各個々のＴＴＩの前記ＲＥ数が前記物理チャネルを送信するため
に十分でないケースでは、前記一式のＴＴＩの前記総ＲＥ数が前記物理チャネルを送信す
るために十分な場合、前記回路は、前記サブフレーム内の前記一式のＴＴＩが有効である
と決定するようにさらに動作し、前記物理チャネルを送信するために前記一式のＴＴＩが
組み合わせて使用される、
　請求項１に記載のユーザ機器。
【請求項６】
　サブフレーム内の物理チャネル用の有効な送信間隔時間（ＴＴＩ：ｔｒａｎｓｍｉｓｓ
ｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）を前記サブフレーム内の各ＴＴＩの前記リソース
エレメント（ＲＥ：ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ）数に基づいて決定するように動
作する回路と、
　前記有効なＴＴＩの１または複数内で前記物理チャネルをユーザ機器（ＵＥ）へ送信す
るように動作する送信部と
　を備え、
　各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルを含み、
　前記送信部は、前記サブフレーム内の前記有効なＴＴＩそれぞれが前記物理チャネル用
の候補ＴＴＩであるか否かを示すビットマップを無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ
　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）層またはメディアアクセス制御（ＭＡＣ：ｍｅｄ
ｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）層において前記ＵＥへ送信するようにさらに動
作し、
　前記ビットマップのサイズは、前記サブフレーム内の前記有効なＴＴＩの数、または前
記ＵＥが利用可能なそれぞれのサブフレーム内の有効なＴＴＩの数のうちの最大のものと
等しい、
　ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）。
【請求項７】
　前記物理チャネルを送信するための前記有効なＴＴＩの前記１または複数は、前記候補
ＴＴＩのなかにある、
　請求項６に記載のｅＮｏｄｅＢ。
【請求項８】
　サブフレーム内の各送信間隔時間（ＴＴＩ：ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉ
ｎｔｅｒｖａｌ）それぞれが物理チャネル用の候補ＴＴＩであるか否かを示すビットマッ
プを生成するように動作する回路と、
　前記ビットマップを無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏ
ｎｔｒｏｌ）層またはメディアアクセス制御（ＭＡＣ：ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃ
ｏｎｔｒｏｌ）層において送信するように、および前記候補ＴＴＩの１または複数内で前
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記物理チャネルを送信するように動作する送信部と、
　を備え、
　前記サブフレーム内の各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：ｏｒｔｈｏ
ｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シン
ボルを含み、前記ビットマップのサイズは、前記サブフレーム内のＴＴＩの長さに依存す
る、
　ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）。
【請求項９】
　前記サブフレーム内の前記ＴＴＩの前記長さは、ユーザ機器（ＵＥ）固有である、
　請求項８に記載のｅＮｏｄｅＢ。
【請求項１０】
　前記サブフレーム内の前記ＴＴＩの前記長さは、ＵＥのカバレッジ状況に依存する、
　請求項９に記載のｅＮｏｄｅＢ。
【請求項１１】
　前記サブフレーム内の前記ＴＴＩの前記長さがすべて同じで、
　前記ＴＴＩの前記長さが１４の公約数ちょうどではない場合、前記サブフレーム内の少
なくとも２つのＴＴＩが互いにオーバーラップするように配置されるか、または前記サブ
フレーム内のいくつかのＯＦＤＭシンボルが前記ＴＴＩに割り当てられない、
　請求項８に記載のｅＮｏｄｅＢ。
【請求項１２】
　前記サブフレームがスペシャルサブフレームまたは部分サブフレームである場合、前記
ビットマップのｎビットが、前記候補ＴＴＩを示すために利用され、ｎは前記スペシャル
サブフレームまたは部分サブフレーム内のＴＴＩの数に依存する、
　請求項８に記載のｅＮｏｄｅＢ。
【請求項１３】
　無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）層また
はメディアアクセス制御（ＭＡＣ：ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）層に
おいて、サブフレーム内の各送信間隔時間（ＴＴＩ：ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍ
ｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）それぞれが物理チャネル用の候補ＴＴＩであるか否かを示すビッ
トマップを受信するように動作する受信部と、
　前記候補ＴＴＩを前記ビットマップに基づいて決定するように動作する回路と
　を備え、
　前記受信部は、前記候補ＴＴＩをブラインド復号化することによって前記候補ＴＴＩの
１または複数内で前記物理チャネルを受信するようにも動作し、
　前記サブフレーム内の各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：ｏｒｔｈｏ
ｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シン
ボルを含み、前記ビットマップのサイズは、前記サブフレーム内のＴＴＩの長さに依存す
る、
　ユーザ機器（ＵＥ）。
【請求項１４】
　ユーザ機器（ＵＥ）によって実行される無線通信方法であって、
　サブフレーム内の物理チャネル用の有効な送信間隔時間（ＴＴＩ：ｔｒａｎｓｍｉｓｓ
ｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）を前記サブフレーム内の各ＴＴＩの前記リソース
エレメント（ＲＥ：ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ）数に基づいて決定するステップ
と、
　一部のまたはすべての前記有効なＴＴＩをブラインド復号化することによって前記有効
なＴＴＩの１または複数内で前記物理チャネルを受信するステップと
　を含み、
　各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルを含み、
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　前記有効なＴＴＩのうちの前記物理チャネル用の候補ＴＴＩを示すビットマップを無線
リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）層またはメデ
ィアアクセス制御（ＭＡＣ：ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）層において
受信し、
　前記ビットマップのサイズは、前記サブフレーム内の前記有効なＴＴＩの数、または前
記ＵＥが利用可能なそれぞれのサブフレーム内の有効なＴＴＩの数のうちの最大のものと
等しい、
　無線通信方法。
【請求項１５】
　ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）によって実行される無線通信方法であって、
　サブフレーム内の物理チャネル用の有効な送信間隔時間（ＴＴＩ：ｔｒａｎｓｍｉｓｓ
ｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）を前記サブフレーム内の各ＴＴＩの前記リソース
エレメント（ＲＥ：ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ）数に基づいて決定するステップ
と、
　前記有効なＴＴＩの１または複数内で前記物理チャネルをユーザ機器（ＵＥ）へ送信す
るステップと
　を含み、
　各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルを含み、
　前記有効なＴＴＩのうちの前記物理チャネル用の候補ＴＴＩを示すビットマップを無線
リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）層またはメデ
ィアアクセス制御（ＭＡＣ：ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）層において
前記ＵＥへ送信し、
　前記ビットマップのサイズは、前記サブフレーム内の前記有効なＴＴＩの数、または前
記ＵＥが利用可能なそれぞれのサブフレーム内の有効なＴＴＩの数のうちの最大のものと
等しい、
　無線通信方法。
【請求項１６】
　ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）によって実行される無線通信方法であって、
　サブフレーム内の各送信間隔時間（ＴＴＩ：ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉ
ｎｔｅｒｖａｌ）それぞれが物理チャネル用の候補ＴＴＩを示すビットマップを生成する
ステップと、
　前記ビットマップを無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏ
ｎｔｒｏｌ）層またはメディアアクセス制御（ＭＡＣ：ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃ
ｏｎｔｒｏｌ）層において送信するステップと、
　前記候補ＴＴＩの１または複数内で前記物理チャネルを送信するステップと
　を含み、
　前記サブフレーム内の各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：ｏｒｔｈｏ
ｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シン
ボルを含み、前記ビットマップのサイズは、前記サブフレーム内のＴＴＩの長さに依存す
る、
　無線通信方法。
【請求項１７】
　ユーザ機器（ＵＥ）によって実行される無線通信方法であって、
　無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）層また
はメディアアクセス制御（ＭＡＣ：ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）層に
おいて、サブフレーム内の各送信間隔時間（ＴＴＩ：ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍ
ｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）それぞれが物理チャネル用の候補ＴＴＩを示すビットマップを受
信するステップと、
　前記候補ＴＴＩを前記ビットマップに基づいて決定するステップと、
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　前記候補ＴＴＩをブラインド復号化することによって前記候補ＴＴＩの１または複数内
で前記物理チャネルを受信するステップと
　を含み、
　前記サブフレーム内の各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：ｏｒｔｈｏ
ｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シン
ボルを含み、前記ビットマップのサイズは、前記サブフレーム内のＴＴＩの長さに依存す
る、
　無線通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、無線通信分野に関し、詳細には、送信間隔時間（ＴＴＩ：ｔｒａｎｓｍｉｓ
ｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）インジケーションについての、ｅＮｏｄｅＢ（
ｅＮＢ）、ユーザ機器（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）、および無線通信方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　レイテンシ短縮は、３ＧＰＰにおける１テーマであり、主な方法は、ＴＴＩ長を例えば
１ｍｓから１直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルに変更することであり、こ
れによって送信レイテンシを大幅に短縮することができる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　限定的でなく、かつ、例示的な一実施形態によれば、物理チャネル用の候補ＴＴＩを決
定または指示する手法が提供される。
【０００４】
　本開示の第１の一般的な態様では、サブフレーム内の物理チャネル用の有効な送信間隔
時間（ＴＴＩ）をサブフレーム内の各ＴＴＩのリソースエレメント（ＲＥ：ｒｅｓｏｕｒ
ｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ）数に基づいて決定するように動作する回路と、一部のまたはすべ
ての有効なＴＴＩをブラインド復号化することによって有効なＴＴＩの１または複数内で
物理チャネルを受信するように動作する受信部とを備え、各ＴＴＩは、１～７直交周波数
分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルを含む、ユーザ機器（ＵＥ）が提供される。
【０００５】
　本開示の第２の一般的な態様では、サブフレーム内の物理チャネル用の有効な送信間隔
時間（ＴＴＩ）をサブフレーム内の各ＴＴＩのリソースエレメント（ＲＥ）数に基づいて
決定するように動作する回路と、有効なＴＴＩの１または複数内で物理チャネルをユーザ
機器（ＵＥ）へ送信するように動作する送信部とを備え、各ＴＴＩは、１～７直交周波数
分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルを含む、ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）が提供される。
【０００６】
　本開示の第３の一般的な態様では、サブフレーム内の物理チャネル用の候補送信間隔時
間（ＴＴＩ）を示すビットマップを生成するように動作する回路と、ビットマップを無線
リソース制御（ＲＲＣ）層またはメディアアクセス制御（ＭＡＣ）層において送信するよ
うに、および候補ＴＴＩの１または複数内で物理チャネルを送信するように動作する送信
部とを備え、サブフレーム内の各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シン
ボルを含み、ビットマップのサイズは、サブフレーム内のＴＴＩの長さに依存する、ｅＮ
ｏｄｅＢ（ｅＮＢ）が提供される。
【０００７】
　本開示の第４の一般的な態様では、無線リソース制御（ＲＲＣ）層またはメディアアク
セス制御（ＭＡＣ）層において、サブフレーム内の物理チャネル用の候補送信間隔時間（
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ＴＴＩ）を示すビットマップを受信するように動作する受信部と、候補ＴＴＩをビットマ
ップに基づいて決定するように動作する回路とを備え、受信部は、候補ＴＴＩをブライン
ド復号化することによって候補ＴＴＩの１または複数内で物理チャネルを受信するように
も動作し、サブフレーム内の各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボ
ルを含み、ビットマップのサイズは、サブフレーム内のＴＴＩの長さに依存する、ユーザ
機器（ＵＥ）が提供される。
【０００８】
　本開示の第５の一般的な態様では、ユーザ機器（ＵＥ）によって実行される無線通信方
法であって、サブフレーム内の物理チャネル用の有効な送信間隔時間（ＴＴＩ）をサブフ
レーム内の各ＴＴＩのリソースエレメント（ＲＥ）数に基づいて決定するステップと、一
部のまたはすべての有効なＴＴＩをブラインド復号化することによって有効なＴＴＩの１
または複数内で物理チャネルを受信するステップとを含み、各ＴＴＩは、１～７直交周波
数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルを含む、無線通信方法が提供される。
【０００９】
　本開示の第６の一般的な態様では、ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）によって実行される無線通
信方法であって、サブフレーム内の物理チャネル用の有効な送信間隔時間（ＴＴＩ）をサ
ブフレーム内の各ＴＴＩのリソースエレメント（ＲＥ）数に基づいて決定するステップと
、有効なＴＴＩの１または複数内で物理チャネルをユーザ機器（ＵＥ）へ送信するステッ
プとを含み、各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルを含む、無線
通信方法が提供される。
【００１０】
　本開示の第７の一般的な態様では、ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）によって実行される無線通
信方法であって、サブフレーム内の物理チャネル用の候補送信間隔時間（ＴＴＩ）を示す
ビットマップを生成するステップと、ビットマップを無線リソース制御（ＲＲＣ）層また
はメディアアクセス制御（ＭＡＣ）層において送信するステップと、候補ＴＴＩの１また
は複数内で物理チャネルを送信するステップとを含み、サブフレーム内の各ＴＴＩは、１
～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルを含み、ビットマップのサイズは、サブフ
レーム内のＴＴＩの長さに依存する、無線通信方法が提供される。
【００１１】
　本開示の第８の一般的な態様では、ユーザ機器（ＵＥ）によって実行される無線通信方
法であって、無線リソース制御（ＲＲＣ）層またはメディアアクセス制御（ＭＡＣ）層に
おいて、サブフレーム内の物理チャネル用の候補送信間隔時間（ＴＴＩ）を示すビットマ
ップを受信するステップと、候補ＴＴＩをビットマップに基づいて決定するステップと、
候補ＴＴＩをブラインド復号化することによって候補ＴＴＩの１または複数内で物理チャ
ネルを受信するステップとを含み、サブフレーム内の各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割
多重（ＯＦＤＭ）シンボルを含み、ビットマップのサイズは、サブフレーム内のＴＴＩの
長さに依存する、無線通信方法が提供される。
【００１２】
　一般的なまたは具体的な実施形態は、システム、方法、集積回路、コンピュータプログ
ラム、記憶媒体、またはそれらのいかなる組合せとして実施してもよいことに留意するべ
きである。
【００１３】
　開示された実施形態のさらなる利益や利点は、明細書および図面から明らかになる。利
益および／または利点は、明細書および図面のさまざまな実施形態および特徴によって個
々に得られてもよく、実施形態および特徴すべてがこうした利益および／または利点の１
または複数を得るために提供される必要はない。
【００１４】
　本開示の前述および他の特徴は、添付図面に関連して、以下の記載および添付の特許請
求の範囲によって、より完全に明確となる。これらの図面は本開示に係るいくつかの実施
形態を描写しているだけであり、したがって、その範囲を限定するものと考えられるべき
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ではないことを理解して、本開示は、添付図面を使用して、さらに具体的かつ詳細に記載
されている。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】ＴＴＩ長短縮のいくつかの例を概略的に示している。
【図２】サブフレーム内のＥＰＤＣＣＨを送信するための候補ＴＴＩを概略的に示してい
る。
【図３】本開示の一実施形態に係るｅＮＢのブロック図を概略的に示している。
【図４】本開示の一実施形態に係る、ｅＮＢによって実行される無線通信方法のフローチ
ャートを示している。
【図５】本開示の一実施形態に係るＵＥのブロック図を概略的に示している。
【図６】本開示の一実施形態に係る、ＵＥによって実行される無線通信方法のフローチャ
ートを示している。
【図７】本開示の一実施形態に係るＵＥのブロック図を概略的に示している。
【図８】一例における参照信号推定を概略的に示している。
【図９】本開示の一実施形態に係る、ＵＥによって実行される無線通信方法のフローチャ
ートを示している。
【図１０】本開示の一実施形態に係る、ｅＮＢによって実行される無線通信方法のフロー
チャートを示している。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下の詳細な説明では、添付図面を参照しており、説明の一部に組み込まれている。図
面において、文脈が別途指示しない限り、類似の符号は通常、類似のコンポーネントを識
別する。本開示の態様を、多種多様の異なる構成においてアレンジ、置き換え、混合、お
よび設計できることは容易に理解され、そのすべては明示的に予期され、本開示の一部を
なす。
【００１７】
　レイテンシ短縮は、３ＧＰＰ　ＲＡＮ１の１テーマであり、主な方法はＴＴＩ長を例え
ば１ｍｓから１～７ＯＦＤＭシンボルに短縮し、その結果、転送レイテンシを短縮するこ
とができる。図１は、ＴＴＩ長短縮のいくつかの例を示している。図１において、最上部
から最下部へ、第１のプロットは通常のＴＴＩ、すなわちＴＴＩ長が１サブフレームのＴ
ＴＩを示し、第２のプロットは、長さが１スロット（７ＯＦＤＭシンボル）のＴＴＩを示
し、第３のプロットは、長さが４または３ＯＦＤＭシンボル（例えば、サブフレーム内の
第１および第３のＴＴＩは４ＯＦＤＭシンボルで、第２および第４のＴＴＩは３ＯＦＤＭ
シンボルである）のＴＴＩを示し、第４のプロットは長さが１ＯＦＤＭシンボルのＴＴＩ
を示している。
【００１８】
　通常、ＥＰＤＣＣＨまたはＰＤＳＣＨなどの１つの物理チャネルは、ＴＴＩがどれくら
いの長さかにかかわらず、１ＴＴＩのなかで送信される。ＴＴＩ長が１ＯＦＤＭシンボル
の場合、物理チャネルは１ＯＦＤＭシンボルのなかで送信され、ＴＴＩ長が７ＯＦＤＭシ
ンボルの場合、物理チャネルは７ＯＦＤＭシンボルのなかで送信されることになる。なお
、ＴＴＩは、いかなるチャネル送信でも使用することができる一般的な専門用語である。
例えば、本開示の物理チャネルは、ＥＰＤＣＣＨおよびＰＤＳＣＨなどのいかなるダウン
リンクチャネルのことを指すこともできる。
【００１９】
　ＥＰＤＣＣＨを一例として、長さが１サブフレームよりも小さな、短縮された１ＴＴＩ
が１ＥＰＤＣＣＨを送信すると仮定して、サブフレームのすべてのＴＴＩがＥＰＤＣＣＨ
を送信する可能性があると仮定することは、サブフレーム内でＵＥのブラインド復号化（
ＢＤ：ｂｌｉｎｄ　ｄｅｃｏｄｉｎｇ）時間を大幅に増加させ、かつ、ＵＥの複雑さを大
きくすることにつながるため、不可能である。したがって、サブフレーム内のいくつかの
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ＴＴＩだけがＥＰＤＣＣＨを送信する候補となるように構成することを提案する。図２は
、サブフレーム内のＥＰＤＣＣＨを送信するための候補ＴＴＩを概略的に示しており、Ｔ
ＴＩの長さは１ＯＦＤＭシンボルである。図２の例において、ＥＰＤＣＣＨは候補ＴＴＩ
のなかでのみ送信でき、ＵＥは候補ＴＴＩをブラインド復号化するだけでよい。このよう
な方法で、ＢＤ時間を短縮することができる。
【００２０】
　サブフレームのなかの物理チャネル用の候補ＴＴＩのなかでのみ物理チャネルが送信さ
れる上記メカニズムが機能するためには、ＵＥは、どのＴＴＩが物理チャネル用の候補Ｔ
ＴＩかを知る必要がある。
【００２１】
　本開示の一実施形態では、候補ＴＴＩを各ＵＥに示すために、無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）層またはメディアアクセス制御（ＭＡＣ）層において１４ビットのビットマップを使
用することができる。この１４ビットのビットマップは、可能なすべてのＴＴＩ長に使用
することができる。長さが１ＯＦＤＭシンボルのＴＴＩについて、１４ビットのビットマ
ップ内の各ビットは、１つのＴＴＩが候補ＴＴＩかどうかを示し、例えば、ビット「１」
は候補を意味し、ビット「０」は非候補を意味する。長さの長いＴＴＩについては、１つ
のＴＴＩの状態を示すために２ビット以上を使用することができ、例えば、長さが２ＯＦ
ＤＭシンボルのＴＴＩについては、１つのＴＴＩの状態を示すために２ビット使用するこ
とができる。
【００２２】
　上記の実施形態では、可能なすべてのＴＴＩ長について、統一された１４ビットのビッ
トマップを使用しており、比較的大きなオーバーヘッドにつながり得る。別の実施形態で
は、サブフレーム内の候補ＴＴＩを示すためのビットマップのサイズは、サブフレーム内
のＴＴＩの長さに依存させることができる。ＴＴＩの長さに基づいて、サブフレーム内の
ＴＴＩの数を計算することができ、ビットマップのビット数をＴＴＩの数に対応させる（
例えば、等しくする）ことができる。
【００２３】
　例えば、ＴＴＩすべての長さがサブフレーム内で同じとき、ＴＴＩ長が１ＯＦＤＭシン
ボルの場合には、正規サブフレーム内のＴＴＩの数は１４であり、１４ビットのビットマ
ップを使用することができ、ＴＴＩ長が７ＯＦＤＭシンボルの場合には、正規サブフレー
ム内のＴＴＩの数は２であり、２ビットのビットマップを使用することができる。特殊な
ケースについて、ＴＴＩ長が１４（正規サブフレームのＯＦＤＭシンボルの数）の公約数
ちょうどでない場合、サブフレーム内の少なくとも２つのＴＴＩを互いにオーバーラップ
させるように配置させることができるか、またはサブフレーム内のいくつかのＯＦＤＭシ
ンボル（例えば、最後のｍ個のＯＦＤＭシンボルで、ｍは、１４をＴＴＩ長で割った余り
）をＴＴＩに割り当てないようにすることができる。例えば、ＴＴＩ長が４の場合には、
第１のＴＴＩと第２のＴＴＩを１ＯＦＤＭシンボルでオーバーラップさせる（つまり、第
１のＴＴＩの終わりのＯＦＤＭシンボルが、第２のＴＴＩの始まりのＯＦＤＭシンボルに
なる）こと、および第３のＴＴＩと第４のＴＴＩを１つのＯＦＤＭシンボルでオーバーラ
ップさせる（つまり、第３のＴＴＩの終わりのＯＦＤＭシンボルが、第４のＴＴＩの始ま
りのＯＦＤＭシンボルになる）ことにより、サブフレーム内に４つのＴＴＩが存在するこ
とができるので、４ビットのビットマップを使用することができ、別の方法として、サブ
フレーム内の最後の２つのＯＦＤＭをいかなるＴＴＩにも割り当てないことにより、サブ
フレーム内に３つのＴＴＩが存在することができるので、３ビットのビットマップを使用
することができる。
【００２４】
　別の例では、サブフレームのＯＦＤＭシンボルをフルに活用するために、図２の第３の
プロットに示すＴＴＩ配置のように、ＴＴＩの長さがサブフレーム内ですべて同じではな
いようにすることができ、ここでは、サブフレーム内の第１のＴＴＩと第３のＴＴＩの長
さは４ＯＦＤＭシンボルであり、第２のＴＴＩと第４のＴＴＩの長さは３ＯＦＤＭシンボ
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ルである。この場合、ＴＴＩの数は、サブフレーム内の固有のＴＴＩ配置に基づいてカウ
ントすることができる。図２の第３のプロットに示す例について、サブフレーム内のＴＴ
Ｉの数は４であり、４ビットのビットマップを使用することができる。
【００２５】
　異なるＴＴＩ長またはＴＴＩ数を有する異なるサブフレームに、異なるビットマップを
使用する概念に基づき、本開示の一実施形態によれば、本開示の一実施形態に係る、ｅＮ
Ｂ３００のブロック図を概略的に示す図３に示すｅＮＢ３００が提供される。ｅＮＢ３０
０は、サブフレーム内の物理チャネル用の候補ＴＴＩ（すなわち、１または複数のＴＴＩ
）を示すビットマップを生成するように動作する回路３０１、ＲＲＣ層またはＭＡＣ層に
おいてビットマップをＵＥへ送信するように、および候補ＴＴＩの１または複数内で物理
チャネルをＵＥへ送信するように動作する送信部３０２とを備えることができる。サブフ
レーム内の各ＴＴＩは、１～７ＯＦＤＭシンボルを含み、ビットマップのサイズは、サブ
フレーム内のＴＴＩの長さに依存する。ビットマップのサイズを決定する例示的な方法は
、ＴＴＩ数およびビットマップサイズの決定に関する上記の記載を参照することができる
。
【００２６】
　本実施形態では、ｅＮＢ３００は、ＵＥがサブフレーム内の候補ＴＴＩを決定するため
に、ＲＲＣ層またはＭＡＣ層において、サイズがサブフレーム内のＴＴＩの長さに依存す
るビットマップをＵＥへ送信する。したがって、ビットマップサイズを最適化することが
でき、オーバーヘッドを削減することができる。なお、本開示において、１つの物理チャ
ネル（ＥＰＤＣＣＨおよびＰＤＳＣＨなど）を、１または複数の候補ＴＴＩ内で送信する
ことができる。１つの物理チャネルが複数のＴＴＩにおいて送信されるとき、ＵＥは、物
理チャネルを運ぶ複数のＴＴＩをいっしょに復号化することができる。
【００２７】
　一実施形態では、サブフレーム内のＴＴＩの長さをＵＥ固有に、言い換えれば、必ずし
もすべてのＵＥが同じＴＴＩ長で構成されるのではないようにすることができる。一例と
して、サブフレーム内のＴＴＩの長さが、ＵＥのカバレッジ状況に依存する。例えば、無
線状態が比較的悪い、セル端のＵＥについては、チャネル推定能が比較的悪いであろうた
め、ＴＴＩ長としてより多くのＯＦＤＭシンボルを設定するのが合理的であり、無線状態
が比較的良い、セル中央のＵＥについては、チャネル推定能が比較的良いであろうため、
より短いＴＴＩ長（例えば、１ＯＦＤＭシンボル）を設定するのが合理的である。ｅＮＢ
は、ＵＥのカバレッジ状況を、受信したアップリンク信号または参照信号受信電力（ＲＳ
ＲＰ：Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒ）レポートか
ら判断することができる。
【００２８】
　ｅＮＢ３００の一実施形態では、スペシャルサブフレームまたは部分サブフレームは、
正規サブフレームと同じビットマップを使用することができる。本開示において、「スペ
シャルサブフレーム」は、ＴＤＤに関して仕様３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１に定義のと
おりであり、「部分サブフレーム」は、アンライセンスキャリアアクセスに関して仕様３
ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１に定義のとおり、サブフレームの第２のスロットで送信が始
まるサブフレームである。正規サブフレームのビットマップサイズは、上記のように決定
することができる。サブフレームがスペシャルサブフレームまたは部分サブフレームであ
る場合、ビットマップのｎビット（例えば最初のｎビット）は、候補ＴＴＩを示すために
利用され、ｎはスペシャルサブフレームまたは部分サブフレーム内のＴＴＩの数に依存す
る。例えば、ＤｗＰＴＳのシンボル数が３であるスペシャルサブフレーム構成０のケース
では、ＴＴＩ長が４ＯＦＤＭシンボルの場合、ビットマップ「１１００」によって、スペ
シャルサブフレームおよび正規サブフレームの第１および第２のＴＴＩが候補ＴＴＩであ
ることを意味することができる。別の方法として、スペシャルサブフレームまたは部分サ
ブフレーム内のどのＴＴＩが候補ＴＴＩかを示すためにスペシャルビットマップを使用す
ることができ、スペシャルビットマップのサイズは、スペシャルサブフレームまたは部分
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サブフレーム内のＴＴＩの数に基づいて決定することができる。
【００２９】
　また、図３に示すように、本開示に係るｅＮＢ３００は、ｅＮＢ３００内のそれぞれの
ユニットのさまざまなデータおよび制御動作を処理する関連プログラムを実行するための
ＣＰＵ（中央処理装置：Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）３１０、Ｃ
ＰＵ３１０によってさまざまなプロセスおよび制御を実行するために必要なさまざまなプ
ログラムを記憶するためのＲＯＭ（リードオンリーメモリ：Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍ
ｏｒｙ）３１３、ＣＰＵ３１０によってプロセスおよび制御の手順において一時的に生成
される中間データを記憶するためのＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ：Ｒａｎｄｏｍ　Ａ
ｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）３１５、および／またはさまざまなプログラム、データなど
を記憶するための記憶ユニット３１７を随意に備えてもよい。
【００３０】
　上記の回路３０１、ならびに送信部３０２、ＣＰＵ３１０、ＲＯＭ３１３、ＲＡＭ３１
５および／または記憶ユニット３１７などは、データおよび／またはコマンドバス３２０
を介して相互に接続され、互いに信号を送信してもよい。
【００３１】
　上記のそれぞれのコンポーネントは、本開示の範囲を限定するものではない。本開示の
一実施態様によれば、上記の回路３０１および送信部３０２の機能は、ハードウェアによ
って実施されてもよく、上記のＣＰＵ３１０、ＲＯＭ３１３、ＲＡＭ３１５および／また
は記憶ユニット３１７は、不要であってもよい。別の方法として、上記の回路３０１およ
び送信部３０２の機能は、上記のＣＰＵ３１０、ＲＯＭ３１３、ＲＡＭ３１５および／ま
たは記憶ユニット３１７などと組み合わせて機能ソフトウェアによって実施されてもよい
。
【００３２】
　図４は、本開示の一実施形態に係る、ｅＮＢ（例えば、ｅＮＢ３００）によって実行さ
れる無線通信方法４００のフローチャートを示している。無線通信方法４００は、サブフ
レーム内の物理チャネル用の候補ＴＴＩを示すビットマップを生成するステップ４０１と
、ＲＲＣ層またはＭＡＣ層においてビットマップをＵＥへ送信するステップ４０２と、候
補ＴＴＩの１または複数内で物理チャネルをＵＥへ送信するステップ４０３とを含むこと
ができる。サブフレーム内の各ＴＴＩは、１～７ＯＦＤＭシンボルを含み、ビットマップ
のサイズは、サブフレーム内のＴＴＩの長さに依存する。ｅＮＢ３００についての上記の
詳細およびメリットは、無線通信方法４００にも適用することができる。
【００３３】
　それに応じて、本開示の実施形態によれば、ＵＥおよびそのＵＥによって実行される無
線通信方法も提供される。
【００３４】
　図５は、本開示の一実施形態に係るＵＥ５００のブロック図を概略的に示している。Ｕ
Ｅ５００は、ＲＲＣ層またはＭＡＣ層において、サブフレーム内の物理チャネル用の候補
ＴＴＩを示すビットマップを受信するように動作する受信部５０１と、候補ＴＴＩをビッ
トマップに基づいて決定するように動作する回路５０２とを備えることができ、受信部は
、候補ＴＴＩをブラインド復号化することによって候補ＴＴＩの１または複数内で物理チ
ャネルを受信するようにも動作し、サブフレーム内の各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割
多重（ＯＦＤＭ）シンボルを含み、ビットマップのサイズは、サブフレーム内のＴＴＩの
長さに依存する。実施形態では、ＵＥ５００は、候補ＴＴＩについての情報をビットマッ
プに基づいて得ることができるため、候補ＴＴＩの１または複数内で送信された物理チャ
ネルを受信するために候補ＴＴＩをブラインド復号化するだけである。
【００３５】
　本開示に係るＵＥ５００は、ＵＥ５００内のそれぞれのユニットのさまざまなデータお
よび制御動作を処理する関連プログラムを実行するためのＣＰＵ（中央処理装置）５１０
、ＣＰＵ５１０によってさまざまなプロセスおよび制御を実行するために必要なさまざま
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なプログラムを記憶するためのＲＯＭ（リードオンリーメモリ）５１３、ＣＰＵ５１０に
よってプロセスおよび制御の手順において一時的に生成される中間データを記憶するため
のＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）５１５、および／またはさまざまなプログラム、デ
ータなどを記憶するための記憶ユニット５１７を随意に備えてもよい。上記の受信部５０
１、回路５０２、ＣＰＵ５１０、ＲＯＭ５１３、ＲＡＭ５１５および／または記憶ユニッ
ト５１７などは、データおよび／またはコマンドバス５２０を介して相互に接続され、互
いに信号を送信してもよい。
【００３６】
　上記のそれぞれのコンポーネントは、本開示の範囲を限定するものではない。本開示の
一実施態様によれば、上記の受信部５０１および回路５０２の機能は、ハードウェアによ
って実施されてもよく、上記のＣＰＵ５１０、ＲＯＭ５１３、ＲＡＭ５１５および／また
は記憶ユニット５１７は、不要であってもよい。別の方法として、上記の受信部５０１お
よび回路５０２の機能は、上記のＣＰＵ５１０、ＲＯＭ５１３、ＲＡＭ５１５および／ま
たは記憶ユニット５１７などと組み合わせて機能ソフトウェアによって実施されてもよい
。
【００３７】
　図６は、本開示の一実施形態に係る、ＵＥ（例えば、ＵＥ５００）によって実行される
無線通信方法６００のフローチャートを示している。無線通信方法６００は、ＲＲＣ層ま
たはＭＡＣ層において、サブフレーム内の物理チャネル用の候補ＴＴＩを示すビットマッ
プを受信するステップ６０１と、候補ＴＴＩをビットマップに基づいて決定するステップ
６０２と、候補ＴＴＩをブラインド復号化することによって候補ＴＴＩの１または複数内
で物理チャネルを受信するステップ６０３とを含むことができ、サブフレーム内の各ＴＴ
Ｉは、１～７ＯＦＤＭシンボルを含み、ビットマップのサイズは、サブフレーム内のＴＴ
Ｉの長さに依存する。
【００３８】
　なお、文脈が別途指示しない限り、ｅＮＢ側についての上記の詳細およびメリットは、
ＵＥ側にも適用することができる。
【００３９】
　本開示の別の実施形態では、サブフレーム内の物理チャネルを送信するための候補ＴＴ
Ｉを決定するために、物理チャネル用の有効なＴＴＩをサブフレーム内の各ＴＴＩのＲＥ
数に基づいて決定する。本開示において物理チャネル用の「有効なＴＴＩ」とは、物理チ
ャネルを送信することができるＴＴＩをいう。例えば、１つのＴＴＩが１つの物理チャネ
ルを送信するケースにおいて、ＴＴＩのＲＥ数が、物理チャネルを送信するのに十分であ
る場合、ＴＴＩは有効なＴＴＩである。１つの物理チャネルを複数のＴＴＩ内で送信する
ことがきるように構成されているとき、複数のＴＴＩの総ＲＥ数が物理チャネルを送信す
るのに十分である場合、複数のＴＴＩは有効なＴＴＩである。物理チャネルは有効なＴＴ
Ｉ内で送信することができるだけであるため、ＵＥは物理チャネルを受信するために、せ
いぜい有効なＴＴＩをブラインド復号化する必要があるだけである。一例では、有効なＴ
ＴＩすべてがことごとく物理チャネルを送信する候補ＴＴＩと見なされ、候補をさらに示
すためのビットマップがなく、したがって、ＵＥは有効なＴＴＩすべてをブラインド復号
化する必要がある。別の例では、有効なＴＴＩのうちのどのＴＴＩが物理チャネル用の候
補ＴＴＩかをさらに示すために、有効なＴＴＩに適用されるビットマップがある。いずれ
の例でも、シグナリングオーバーヘッドを低減することができる。具体的には、後者の例
について、ビットマップをサブフレーム内のＴＴＩすべてにではなく有効なＴＴＩにだけ
適用することができるので、ビットマップのサイズを小さくすることができる。
【００４０】
　有効なＴＴＩをサブフレーム内の各ＴＴＩのＲＥ数に基づいて決定する概念に基づき、
本開示の一実施形態によれば、本開示の一実施形態に係る、ＵＥ７００のブロック図を概
略的に示す図７に示すＵＥ７００が提供される。ＵＥ７００は、サブフレーム内の物理チ
ャネル用の有効なＴＴＩをサブフレーム内の各ＴＴＩのＲＥ数に基づいて決定するように



(12) JP 6624760 B2 2019.12.25

10

20

30

動作する回路７０１と、一部のまたはすべての有効なＴＴＩをブラインド復号化すること
によって有効なＴＴＩの１または複数内で物理チャネルを受信するように動作する受信部
７０２とを備えることができ、各ＴＴＩは、１～７ＯＦＤＭシンボルを含む。実施形態で
は、ＵＥは、有効なＴＴＩについての情報を各ＴＴＩのＲＥ数に基づいて得ることができ
るため、サブフレーム内のＴＴＩすべてではなく、せいぜい有効なＴＴＩをブラインド復
号化する必要があるだけである。なお、文脈が別途指示しない限り、図５についての上記
の記載は、図７のＵＥ７００に適用することができる。
【００４１】
　ＥＰＤＣＣＨを物理チャネルと見なすと、参照信号構成（例えば、ＣＳＩ－ＲＳ低下挙
動、周期性、ＣＲＳポートナンバーおよびＰＤＣＣＨ構成）およびＭＢＳＦＮ構成は、Ｅ
ＰＤＣＣＨを送信するためのＴＴＩにおいてＲＥ数に影響することになる。一例として、
以下の想定をすることができる。
【００４２】
　・ＤＣＩサイズは３２ビット（ＣＲＣを含む）で、ＱＰＳＫおよび１／３符号化率が採
用され、かかるＤＣＩを送信するのに必要とされるＲＥ数は３２×３／２＝４８である。
【００４３】
　・サブフレーム内の短縮されたＴＴＩ用に４ＰＲＢが割り当てられ、ＴＴＩ長は１ＯＦ
ＤＭシンボルである。
【００４４】
　・参照信号推定は、一例における参照信号推定を概略的に示す図８に示すとおりである
。図８では、２つのＣＲＳポート、２４個のＤＭＲＳ　ＲＥ、８ポートのＣＳＩ－ＲＳお
よび１ＯＦＤＭシンボルのＰＤＣＣＨがＰＲＢ内に想定されている。ＯＦＤＭシンボル（
またはＴＴＩ）０では、ＰＤＣＣＨがＰＲＢ全体を占めているため、ＥＰＤＣＣＨ用に利
用可能なＲＥ数はゼロである。ＯＦＤＭシンボル（またはＴＴＩ）５、６、１２および１
３では、ＰＲＢ内のＤＭＲＳのＲＥ数が６であるため、ＥＰＤＣＣＨ用に利用可能なＲＥ
数は６である。別のＯＦＤＭシンボルの、利用可能なＲＥ数は、同様の方法で計算するこ
とができる。
【００４５】
　上記の想定に基づき、１つのサブフレームの各ＴＴＩ内のＲＥ数は、表１に示すように
決定することができる。上記ＤＣＩを送信するため必要とされるＲＥ数は４８であるため
、ＴＴＩ（またはＯＦＤＭシンボル）１、２、３および８だけがＥＰＤＣＣＨ用に有効で
ある。
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【表１】

【００４６】
　一実施形態では、有効なＴＴＩすべてを候補ＴＴＩと見なし、ＵＥ７００は有効なＴＴ
Ｉすべてをブラインド復号化することになる。表１に示す上記の例では、４つの有効なＴ
ＴＩをＥＰＤＣＣＨ用の候補ＴＴＩと見なすことができる。
【００４７】
　別の方法として、別の実施形態では、有効なＴＴＩのうちのどのＴＴＩが物理チャネル
用の候補ＴＴＩかをさらに示すために、有効なＴＴＩに適用されるビットマップをｅＮＢ
から送信することができる。それに応じて、受信部７０２は、有効なＴＴＩのうちの物理
チャネル用の候補ＴＴＩを示すビットマップを、ＲＲＣ層またはＭＡＣ層において受信す
るようにさらに動作することができ、物理チャネルを送信するための有効なＴＴＩの１ま
たは複数が候補ＴＴＩ内にあり、受信部７０２は、物理チャネルを受信したとき、候補Ｔ
ＴＩをブラインド復号化するように動作することができる。ここで、ビットマップを有効
なＴＴＩにだけ適用することができるため、ビットマップのサイズは、サブフレーム内の
有効なＴＴＩの数と等しくすることができ、その結果、ビットマップのサイズは、サブフ
レーム内のＴＴＩすべてに適用されるビットマップよりも小さくすることができる。表１
に示す上記の例について、４つの有効なＴＴＩのうちのどのＴＴＩがＥＰＤＣＣＨ用の候
補ＴＴＩかを示すために、４ビットのビットマップを使用することができる。別の方法と
して、ビットマップのサイズを、ＵＥが利用可能なそれぞれのサブフレーム内の有効なＴ
ＴＩの数のうちの最大のものと等しくすることができる。異なるタイプのサブフレーム、
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例えば、ＭＢＳＦＮ（マルチキャスト放送単一周波数ネットワーク：Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ
　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）サブフレ
ームおよびｎｏｎ－ＭＢＳＦＮサブフレームがあり、ＣＳＩ－ＲＳのようないくつかのＲ
Ｓは、あらゆるサブフレームに存在するわけではなくてもよい。したがって、異なるタイ
プのサブフレームには、有効なＴＴＩ数に関して異なる状況があり得る。図８に示す例に
ついて、ＣＳＩ－ＲＳがいくつかのサブフレームに存在しないことがあってもよく、その
結果、いくつかのサブフレームにおいてＴＴＩ（ＯＦＤＭシンボル）９および１０が、Ｅ
ＰＤＣＣＨ用の有効なＴＴＩとなり得る。したがって、異なったタイプのサブフレーム（
例えば、図８に示す、ＯＦＤＭシンボル９および１０内にＣＳＩ－ＲＳがあるものと、Ｏ
ＦＤＭシンボル９および１０内にＣＳＩ－ＲＳがないもの）用に同じビットマップを使用
するために、ビットマップのサイズをすべてのタイプのサブフレームに適する最大のサイ
ズに、すなわち、ＵＥが利用可能なそれぞれのサブフレーム内の有効なＴＴＩの数のうち
の最大のものと等しくすることができる。図８および表１に示す上記の例では、シンボル
（ＴＴＩ）１、２、３、８、９および１０を示すために６ビットのビットマップを使用す
ることができる。ＣＳＩ－ＲＳがあるサブフレームについては、シンボル９および１０用
のビットマップ内のビットは有効ではない。
【００４８】
　通常、１つの物理チャネルは１つのＴＴＩ内で送信されるだけである。ただし、１つの
物理チャネルが１つのＴＴＩ内で送信されるだけの場合、サブフレーム内に存在する有効
なＴＴＩが少なすぎることもあり得る。したがって、本開示に提案のとおり、ＥＰＤＣＣ
Ｈなどの１つの物理チャネルを送信するために複数のＴＴＩを使用することができる。サ
ブフレーム内の一式のＴＴＩのうちの各個々のＴＴＩのＲＥ数が物理チャネルを送信する
ために十分でないケースでは、一式のＴＴＩの総ＲＥ数が物理チャネルを送信するために
十分な場合、一式のＴＴＩを有効と決定することができ、物理チャネルを送信するために
一式のＴＴＩを組み合わせて使用し、受信部７０２は、一式のＴＴＩをいっしょに復号化
することができる。例えば、２つの連続するＴＴＩが１つのＥＰＤＣＣＨを送信すること
ができると仮定すると、図８および表１に示す例において、ＥＰＤＣＣＨを１つのＴＴＩ
内で送信することができるだけのとき無効なＴＴＩ０、４、５、６、７、９、１０、１１
、１２および１３のうち、表２に示すように、ＴＴＩ４と５、６と７、および９と１０の
組合せも、組合せのそれぞれが４８を超えるＲＥを有しているため、有効と決定すること
ができる。これにより、短縮されたＴＴＩ送信の容量を増やすことができる。一実施形態
では、２ＴＴＩにわたるＥＰＤＣＣＨは、ＥＰＤＣＣＨを１つのＴＴＩ内でのみ送信する
ときに無効であったＴＴＩ内でのみ送信することができる。
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【表２】

【００４９】
　本開示の一実施形態では、上記ＵＥ７００によって実行される無線通信方法９００も提
供される。図９は、本開示の一実施形態に係る、ＵＥによって実行される無線通信方法９
００のフローチャートを示している。無線通信方法９００は、サブフレーム内の物理チャ
ネル用の有効なＴＴＩをサブフレーム内の各ＴＴＩのＲＥ数に基づいて決定するステップ
９０１と、一部のまたはすべての有効なＴＴＩをブラインド復号化することによって有効
なＴＴＩの１または複数内で物理チャネルを受信するステップ９０２とを含むことができ
、各ＴＴＩは、１～７ＯＦＤＭシンボルを含む。上記のＵＥ７００についての詳細および
メリットは、無線通信方法９００にも適用することができる。
【００５０】
　ｅＮＢ側において、本開示の実施形態によれば、ｅＮＢ、およびｅＮＢによって実行さ
れる無線通信方法が提供される。
【００５１】
　図１０は、本開示の一実施形態に係る、ｅＮＢによって実行される無線通信方法１００
０のフローチャートを示している。無線通信方法１０００は、サブフレーム内の物理チャ
ネル用の有効なＴＴＩをサブフレーム内の各ＴＴＩのＲＥ数に基づいて決定するステップ
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１００１と、有効なＴＴＩの１または複数内で物理チャネルをＵＥへ送信するステップ１
００２とを含むことができ、各ＴＴＩは、１～７ＯＦＤＭシンボルを含む。随意に、方法
１０００は、有効なＴＴＩのうちの物理チャネル用の候補ＴＴＩを示すビットマップをＲ
ＲＣ層またはＭＡＣ層においてＵＥへ送信するステップを含むこともでき、ビットマップ
のサイズは、サブフレーム内の有効なＴＴＩの数、またはＵＥが利用可能なそれぞれのサ
ブフレーム内の有効なＴＴＩの数のうちの最大のものと等しく、物理チャネルを送信する
ための有効なＴＴＩの１または複数は、候補ＴＴＩのなかにある。
【００５２】
　本開示の一実施形態によれば、上記方法１０００を実行するためのｅＮＢも提供され、
ｅＮＢは、サブフレーム内の物理チャネル用の有効なＴＴＩをサブフレーム内の各ＴＴＩ
のＲＥ数に基づいて決定するように動作する回路と、有効なＴＴＩの１または複数内で物
理チャネルをＵＥへ送信するように動作する送信部とを備えることができ、各ＴＴＩは、
１～７ＯＦＤＭシンボルを含む。随意に、送信部は、有効なＴＴＩのうちの物理チャネル
用の候補ＴＴＩを示すビットマップをＲＲＣ層またはＭＡＣ層においてＵＥへ送信するよ
うにさらに動作することができ、ビットマップのサイズは、サブフレーム内の有効なＴＴ
Ｉの数、またはＵＥが利用可能なそれぞれのサブフレーム内の有効なＴＴＩの数のうちの
最大のものと等しく、物理チャネルを送信するための有効なＴＴＩの１または複数は、候
補ＴＴＩのなかにある。この実施形態におけるｅＮＢのブロック図は、図３に示す構造を
参照することができる。
【００５３】
　なお、文脈が別途指示しない限り、ＵＥ側についての上記の詳細および利益は、ｅＮＢ
側にも適用することができる。
【００５４】
　本開示は、ソフトウェア、ハードウェア、またはハードウェアと連携したソフトウェア
によって実現することができる。上記の各実施形態の記載で使用されている各機能ブロッ
クは、集積回路としてＬＳＩによって実現することができ、各実施形態に記載の各プロセ
スはＬＳＩによって制御してもよい。それらは、個々にチップとして形成してもよく、ま
たは一部またはすべての機能ブロックを含むように１つのチップを形成してもよい。それ
らは、それらに結合されたデータ入出力を含んでもよい。ここで、ＬＳＩは、集積度の違
いにより、ＩＣ、システムＬＳＩ、スーパーＬＳＩ、またはウルトラＬＳＩと称され得る
。ただし、集積回路を実装する技術はＬＳＩに限定されず、専用回路または汎用プロセッ
サを使用して実現されてもよい。また、ＬＳＩの製造後にプログラムすることができるＦ
ＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ：Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌ
ｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）、またはＬＳＩ内に配置された回路セルの接続および設定を
再構成することができる再構成可能プロセッサを使用してもよい。
【００５５】
　なお、本開示は、当業者によって、本明細書で提示された記載および既知の技術に基づ
いて、本開示の内容および範囲から逸脱することなく、種々変更または変形されることを
意図しており、かかる変更および応用は、保護を請求する範囲に含まれる。さらに、本開
示の内容から逸脱しない範囲において、上記の実施形態の構成要素を任意に組み合わせて
もよい。
【００５６】
　本開示の実施形態によれば、以下の主題を少なくとも提供することができる。
【００５７】
　１．サブフレーム内の物理チャネル用の有効な送信間隔時間（ＴＴＩ：ｔｒａｎｓｍｉ
ｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）を前記サブフレーム内の各ＴＴＩの前記リソ
ースエレメント（ＲＥ：ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ）数に基づいて決定するよう
に動作する回路と、
　一部のまたはすべての前記有効なＴＴＩをブラインド復号化することによって前記有効
なＴＴＩの１または複数内で前記物理チャネルを受信するように動作する受信部と
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　を備え、
　各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルを含む、
　ユーザ機器（ＵＥ）。
【００５８】
　２．前記受信部は、前記有効なＴＴＩのうちの前記物理チャネル用の候補ＴＴＩを示す
ビットマップを無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒ
ｏｌ）層またはメディアアクセス制御（ＭＡＣ：ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔ
ｒｏｌ）層において受信するようにさらに動作し、前記ビットマップのサイズは、前記サ
ブフレーム内の前記有効なＴＴＩの数、または前記ＵＥが利用可能なそれぞれのサブフレ
ーム内の有効なＴＴＩの数のうちの最大のものと等しく、
　前記物理チャネルを送信するための前記有効なＴＴＩの前記１または複数は、前記候補
ＴＴＩのなかにあり、前記受信部は、前記物理チャネルを受信するとき、前記候補ＴＴＩ
をブラインド復号化するように動作する、
　１に記載のユーザ機器。
【００５９】
　３．同じビットマップが異なるタイプのサブフレーム用に使用され、
　前記ビットマップの前記サイズは、前記ＵＥが利用可能なそれぞれのサブフレーム内の
有効なＴＴＩの数のうちの最大のものと等しい、
　２に記載のユーザ機器。
【００６０】
　４．前記受信部は、前記物理チャネルを受信するとき、前記有効なＴＴＩすべてをブラ
インド復号化するように動作する、
　１に記載のユーザ機器。
【００６１】
　５．一式のＴＴＩのうちの各個々のＴＴＩの前記ＲＥ数が前記物理チャネルを送信する
ために十分でないケースでは、前記一式のＴＴＩの前記総ＲＥ数が前記物理チャネルを送
信するために十分な場合、前記回路は、前記サブフレーム内の前記一式のＴＴＩが有効で
あると決定するようにさらに動作し、前記物理チャネルを送信するために前記一式のＴＴ
Ｉが組み合わせて使用される、
　１に記載のユーザ機器。
【００６２】
　６．サブフレーム内の物理チャネル用の有効な送信間隔時間（ＴＴＩ：ｔｒａｎｓｍｉ
ｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）を前記サブフレーム内の各ＴＴＩの前記リソ
ースエレメント（ＲＥ：ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ）数に基づいて決定するよう
に動作する回路と、
　前記有効なＴＴＩの１または複数内で前記物理チャネルをユーザ機器（ＵＥ）へ送信す
るように動作する送信部と
　を備え、
　各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルを含む、
　ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）。
【００６３】
　７．前記送信部は、前記有効なＴＴＩのうちの前記物理チャネル用の候補ＴＴＩを示す
ビットマップを無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒ
ｏｌ）層またはメディアアクセス制御（ＭＡＣ：ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔ
ｒｏｌ）層において前記ＵＥへ送信するようにさらに動作し、前記ビットマップのサイズ
は、前記サブフレーム内の前記有効なＴＴＩの数、または前記ＵＥが利用可能なそれぞれ
のサブフレーム内の有効なＴＴＩの数のうちの最大のものと等しく、
　前記物理チャネルを送信するための前記有効なＴＴＩの前記１または複数は、前記候補
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ＴＴＩのなかにある、
　６に記載のｅＮｏｄｅＢ。
【００６４】
　８．同じビットマップが異なるタイプのサブフレーム用に使用され、
　前記ビットマップの前記サイズは、前記ＵＥが利用可能なそれぞれのサブフレーム内の
有効なＴＴＩの数のうちの最大のものと等しい、
　７に記載のｅＮｏｄｅＢ。
【００６５】
　９．前記送信部は、前記有効なＴＴＩすべてを前記物理チャネル用の候補ＴＴＩと見な
すことによって前記有効なＴＴＩの１または複数内で前記物理チャネルを送信するように
動作する、
　６に記載のｅＮｏｄｅＢ。
【００６６】
　１０．一式のＴＴＩのうちの各個々のＴＴＩの前記ＲＥ数が前記物理チャネルを送信す
るために十分でないケースでは、前記一式のＴＴＩの前記総ＲＥ数が前記物理チャネルを
送信するために十分な場合、前記回路は、前記サブフレーム内の前記一式のＴＴＩが有効
であると決定するようにさらに動作し、前記物理チャネルを送信するために前記一式のＴ
ＴＩが組み合わせて使用される、
　６に記載のｅＮｏｄｅＢ。
【００６７】
　１１．サブフレーム内の物理チャネル用の候補送信間隔時間（ＴＴＩ：ｔｒａｎｓｍｉ
ｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）を示すビットマップを生成するように動作す
る回路と、
　前記ビットマップを無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏ
ｎｔｒｏｌ）層またはメディアアクセス制御（ＭＡＣ：ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃ
ｏｎｔｒｏｌ）層において送信するように、および前記候補ＴＴＩの１または複数内で前
記物理チャネルを送信するように動作する送信部と
　を備え、
　前記サブフレーム内の各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：ｏｒｔｈｏ
ｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シン
ボルを含み、前記ビットマップのサイズは、前記サブフレーム内のＴＴＩの長さに依存す
る、
　ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）。
【００６８】
　１２．前記サブフレーム内の前記ＴＴＩの前記長さは、ユーザ機器（ＵＥ）固有である
、
　１１に記載のｅＮｏｄｅＢ。
【００６９】
　１３．前記サブフレーム内の前記ＴＴＩの前記長さは、ＵＥのカバレッジ状況に依存す
る、
　１２に記載のｅＮｏｄｅＢ。
【００７０】
　１４．前記サブフレーム内の前記ＴＴＩの前記長さがすべて同じで、
　前記ＴＴＩの前記長さが１４の公約数ちょうどではない場合、前記サブフレーム内の少
なくとも２つのＴＴＩが互いにオーバーラップするように配置されるか、または前記サブ
フレーム内のいくつかのＯＦＤＭシンボルが前記ＴＴＩに割り当てられない、
　１１に記載のｅＮｏｄｅＢ。
【００７１】
　１５．前記サブフレームがスペシャルサブフレームまたは部分サブフレームである場合
、前記ビットマップのｎビットが、前記候補ＴＴＩを示すために利用され、ｎは前記スペ
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シャルサブフレームまたは部分サブフレーム内のＴＴＩの数に依存する、
　１１に記載のｅＮｏｄｅＢ。
【００７２】
　１６．無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）
層またはメディアアクセス制御（ＭＡＣ：ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ
）層において、サブフレーム内の物理チャネル用の候補送信間隔時間（ＴＴＩ：ｔｒａｎ
ｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）を示すビットマップを受信するように
動作する受信部と、
　前記候補ＴＴＩを前記ビットマップに基づいて決定するように動作する回路と
　を備え、
　前記受信部は、前記候補ＴＴＩをブラインド復号化することによって前記候補ＴＴＩの
１または複数内で前記物理チャネルを受信するようにも動作し、
　前記サブフレーム内の各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：ｏｒｔｈｏ
ｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シン
ボルを含み、前記ビットマップのサイズは、前記サブフレーム内のＴＴＩの長さに依存す
る、
　ユーザ機器（ＵＥ）。
【００７３】
　１７．前記サブフレーム内の前記ＴＴＩの前記長さは、ユーザ機器（ＵＥ）固有である
、
　１６に記載のユーザ機器。
【００７４】
　１８．前記サブフレーム内の前記ＴＴＩの前記長さは、ＵＥのカバレッジ状況に依存す
る、
　１７に記載のユーザ機器。
【００７５】
　１９．前記サブフレーム内の前記ＴＴＩの前記長さがすべて同じで、
　前記ＴＴＩの前記長さが１４の公約数ちょうどではない場合、前記サブフレーム内の少
なくとも２つのＴＴＩが互いにオーバーラップするように配置されるか、または前記サブ
フレーム内のいくつかのＯＦＤＭシンボルが前記ＴＴＩに割り当てられない、
　１６に記載のユーザ機器。
【００７６】
　２０．前記サブフレームがスペシャルサブフレームまたは部分サブフレームである場合
、前記ビットマップのｎビットが、前記候補ＴＴＩを示すために利用され、ｎは前記スペ
シャルサブフレームまたは部分サブフレーム内のＴＴＩの数に依存する、
　１６に記載のユーザ機器。
【００７７】
　２１．ユーザ機器（ＵＥ）によって実行される無線通信方法であって、
　サブフレーム内の物理チャネル用の有効な送信間隔時間（ＴＴＩ：ｔｒａｎｓｍｉｓｓ
ｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）を前記サブフレーム内の各ＴＴＩの前記リソース
エレメント（ＲＥ：ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ）数に基づいて決定するステップ
と、
　一部のまたはすべての前記有効なＴＴＩをブラインド復号化することによって前記有効
なＴＴＩの１または複数内で前記物理チャネルを受信するステップと
　を含み、
　各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルを含む、
　無線通信方法。
【００７８】
　２２．前記有効なＴＴＩのうちの前記物理チャネル用の候補ＴＴＩを示すビットマップ
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を無線リソース制御（ＲＲＣ）層またはメディアアクセス制御（ＭＡＣ）層において受信
するステップをさらに含み、
　前記ビットマップの前記サイズは、前記サブフレーム内の前記有効なＴＴＩの数、また
は前記ＵＥが利用可能なそれぞれのサブフレーム内の有効なＴＴＩの数のうちの最大のも
のと等しく、
　前記物理チャネルを送信するための前記有効なＴＴＩの前記１または複数は、前記候補
ＴＴＩのなかにあり、前記候補ＴＴＩは、前記物理チャネルを受信するときブラインド復
号化される、
　２１に記載の無線通信方法。
【００７９】
　２３．同じビットマップが異なるタイプのサブフレーム用に使用され、
　前記ビットマップの前記サイズは、前記ＵＥが利用可能なそれぞれのサブフレーム内の
有効なＴＴＩの数のうちの最大のものと等しい、
　２２に記載の無線通信方法。
【００８０】
　２４．前記物理チャネルを受信するとき、前記有効なＴＴＩすべてがブラインド復号化
される、
　２１に記載の無線通信方法。
【００８１】
　２５．一式のＴＴＩのうちの各個々のＴＴＩの前記ＲＥ数が前記物理チャネルを送信す
るために十分でないケースでは、前記一式のＴＴＩの前記総ＲＥ数が前記物理チャネルを
送信するために十分な場合、前記サブフレーム内の前記一式のＴＴＩが有効であると決定
するステップをさらに含み、前記物理チャネルを送信するために前記一式のＴＴＩが組み
合わせて使用される、
　２１に記載の無線通信方法。
【００８２】
　２６．ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）によって実行される無線通信方法であって、
　サブフレーム内の物理チャネル用の有効な送信間隔時間（ＴＴＩ：ｔｒａｎｓｍｉｓｓ
ｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）を前記サブフレーム内の各ＴＴＩの前記リソース
エレメント（ＲＥ：ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ）数に基づいて決定するステップ
と、
　前記有効なＴＴＩの１または複数内で前記物理チャネルをユーザ機器（ＵＥ）へ送信す
るステップと
　を含み、
　各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルを含む、
　無線通信方法。
【００８３】
　２７．前記有効なＴＴＩのうちの前記物理チャネル用の候補ＴＴＩを示すビットマップ
を無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）層また
はメディアアクセス制御（ＭＡＣ：ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）層に
おいて前記ＵＥへ送信するステップをさらに含み、
　前記ビットマップの前記サイズは、前記サブフレーム内の前記有効なＴＴＩの数、また
は前記ＵＥが利用可能なそれぞれのサブフレーム内の有効なＴＴＩの数のうちの最大のも
のと等しく、
　前記物理チャネルを送信するための前記有効なＴＴＩの前記１または複数は、前記候補
ＴＴＩのなかにある、
　２６に記載の無線通信方法。
【００８４】
　２８．同じビットマップが異なるタイプのサブフレーム用に使用され、
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　前記ビットマップの前記サイズは、前記ＵＥが利用可能なそれぞれのサブフレーム内の
有効なＴＴＩの数のうちの最大のものと等しい、
　２７に記載の無線通信方法。
【００８５】
　２９．前記有効なＴＴＩすべてを前記物理チャネル用の候補ＴＴＩと見なすことによっ
て前記有効なＴＴＩの１または複数内で前記物理チャネルが送信される、
　２６に記載の無線通信方法。
【００８６】
　３０．一式のＴＴＩのうちの各個々のＴＴＩの前記ＲＥ数が前記物理チャネルを送信す
るために十分でないケースでは、前記一式のＴＴＩの前記総ＲＥ数が前記物理チャネルを
送信するために十分な場合、前記サブフレーム内の前記一式のＴＴＩが有効であると決定
するステップをさらに含み、前記物理チャネルを送信するために前記一式のＴＴＩが組み
合わせて使用される、
　２６に記載の無線通信方法。
【００８７】
　３１．ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）によって実行される無線通信方法であって、
　サブフレーム内の物理チャネル用の候補送信間隔時間（ＴＴＩ：ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉ
ｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）を示すビットマップを生成するステップと、
　前記ビットマップを無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏ
ｎｔｒｏｌ）層またはメディアアクセス制御（ＭＡＣ：ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃ
ｏｎｔｒｏｌ）層において送信するステップと、
　前記候補ＴＴＩの１または複数内で前記物理チャネルを送信するステップと
　を含み、
　前記サブフレーム内の各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：ｏｒｔｈｏ
ｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シン
ボルを含み、前記ビットマップのサイズは、前記サブフレーム内のＴＴＩの長さに依存す
る、
　無線通信方法。
【００８８】
　３２．前記サブフレーム内の前記ＴＴＩの前記長さは、ユーザ機器（ＵＥ）固有である
、
　３１に記載の無線通信方法。
【００８９】
　３３．前記サブフレーム内の前記ＴＴＩの前記長さは、ＵＥのカバレッジ状況に依存す
る、
　３２に記載の無線通信方法。
【００９０】
　３４．前記サブフレーム内の前記ＴＴＩの前記長さがすべて同じで、
　前記ＴＴＩの前記長さが１４の公約数ちょうどではない場合、前記サブフレーム内の少
なくとも２つのＴＴＩが互いにオーバーラップするように配置されるか、または前記サブ
フレーム内のいくつかのＯＦＤＭシンボルが前記ＴＴＩに割り当てられない、
　３１に記載の無線通信方法。
【００９１】
　３５．前記サブフレームがスペシャルサブフレームまたは部分サブフレームである場合
、前記ビットマップのｎビットが、前記候補ＴＴＩを示すために利用され、ｎは前記スペ
シャルサブフレームまたは部分サブフレーム内のＴＴＩの数に依存する、
　３１に記載の無線通信方法。
【００９２】
　３６．ユーザ機器（ＵＥ）によって実行される無線通信方法であって、
　無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）層また
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はメディアアクセス制御（ＭＡＣ：ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）層に
おいて、サブフレーム内の物理チャネル用の候補送信間隔時間（ＴＴＩ：ｔｒａｎｓｍｉ
ｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）を示すビットマップを受信するステップと、
　前記候補ＴＴＩを前記ビットマップに基づいて決定するステップと、
　前記候補ＴＴＩをブラインド復号化することによって前記候補ＴＴＩの１または複数内
で前記物理チャネルを受信するステップと
　を含み、
　前記サブフレーム内の各ＴＴＩは、１～７直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：ｏｒｔｈｏ
ｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シン
ボルを含み、前記ビットマップのサイズは、前記サブフレーム内のＴＴＩの長さに依存す
る、
　無線通信方法。
【００９３】
　３７．前記サブフレーム内の前記ＴＴＩの前記長さは、ユーザ機器（ＵＥ）固有である
、
　３６に記載の無線通信方法。
【００９４】
　３８．前記サブフレーム内の前記ＴＴＩの前記長さは、ＵＥのカバレッジ状況に依存す
る、
　３７に記載の無線通信方法。
【００９５】
　３９．前記サブフレーム内の前記ＴＴＩの前記長さがすべて同じで、
　前記ＴＴＩの前記長さが１４の公約数ちょうどではない場合、前記サブフレーム内の少
なくとも２つのＴＴＩが互いにオーバーラップするように配置されるか、または前記サブ
フレーム内のいくつかのＯＦＤＭシンボルが前記ＴＴＩに割り当てられない、
　３６に記載の無線通信方法。
【００９６】
　４０．前記サブフレームがスペシャルサブフレームまたは部分サブフレームである場合
、前記ビットマップのｎビットが、前記候補ＴＴＩを示すために利用され、ｎは前記スペ
シャルサブフレームまたは部分サブフレーム内のＴＴＩの数に依存する、
　３６に記載の無線通信方法。
【００９７】
　また、本開示の実施形態によれば、上記のそれぞれの通信方法内のステップを実行する
ためのモジュールを備える集積回路を提供することもできる。さらに、本開示の実施形態
によれば、コンピューティングデバイス上で実行されたとき、上記のそれぞれの通信方法
のステップを実行するプログラムコードを格納したコンピュータプログラムをその上に記
憶している、コンピュータ可読記憶媒体を提供することもできる。
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